
昭和 12年 3月北海道駒ヶ岳噴火調査報告

函館測候所

昭和 ]2年 3月 17日北海道駒ヶ岳噴火し寧川方面に降次現象を見たる旨

の報告を渡島支膳より受けたるをtJ，、てp 銭道沿線大沼，森方面を調査したるも

降友の現象を認め得ぎりき。
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然るに 19日午前 8

時茅部郡鹿部村長より

本朝駒ヶ岳爆裂し午前

5時過ぎ同村市街地へ

降次を見，積雪面は鼠

色を呈ぜる旨の電話通

知を受けたり，依って

調査のため同日午前11

時 40分譲の列車にて

出張調査するに，風向

の関係上軍川，大沼附

近は少しの降友もなか

りしも，大沼より鹿昔~

電車に依り鹿部に至る

聞の降友分布欣態を見

るにy 習之津附近より

降友を見?次第に共量を増し第一議電所附近最も甚だしく，附近の高丘地は勿

論平地も降次の厚さ G粍程度あり，見渡す限り鼠色と化せり。鹿部へ近づ、ぐ(，亡

従ひ降友量減少し岡市街地にては 2粍程度にて附近ー健は淡鼠色を呈せり。降

次は同日午前5時頃より初まり GF7分間縫績せりと云ふ。同日午前 11時頃市

街の南方鶴D湯附近に少量の降友を見たりと云ふ，之の降衣は第2同の噴出に

よる降友か，それとも第1同目の噴出によるものの上空に在りしものがーと唐風
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位の関係により降友せしものなるかは不明なり。

倫同市街地、上り笠見ずるに隅田盛方面の山腹は降干.せる火山友の鴛黒色に饗

れるを見るつ r

20日伊jケ岳へ登0-1，山頂を
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調査せる結果は;;J(の如し。

駒ヶ岳登山のため駒タ岳轄

下車同騨員の談を聞くに19日

午前4時 38分頃駒ヶ岳方面

に於て一大音響を開き同時に

山頂に於て閃光を見たれ昔
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響は一同丈にて止みたりと云

ふ。要するに向山は此時刻に

爆設せし:事は明か友り。

同騨より登山道路を経て登

山せるに 4合目附近に少量の

降友を積雲面上に見，それよ

り登るに従ひ登山道路には風

位の関係、か，所々少量の降友

を積雪面上に見たわ愈々馬

ノ脊に達し漸弐海鼠山方面を調査するに 60粧官会の積雲上に 15糎徐降友あわ

多分に繰り気を帯び或る場所は積雪の融解によりどろどろとなり居る所もあ

り。それより漸失火口に接近するに従ひ降友は次第に乾燥し安政火口より倉uヶ
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峯及駒ノ脊の間の火口原には厚さ 30糎に達する全音sセメントの如く乾燥せる

火山友あわ踏めば粉末を四方に飛散し杖にて撹1-*せば践々として立上る有様

はセメントのま日し。市して表面は普通の火山次の如く淡鼠色を呈するも内部は

談会工鼠色を呈せるのみならす"，内部は 30度の温度を有せれ 倫少しく場所を

取換測定するに 35，6度の温度を有せる所もありたれ斯る温度を有したる場

所はで昨年新亀裂を生じたる所に近き~内部温度に依り地表面が相蛍の温度に

昇りし所へ降下せLものか， ~I守叉爆設と同時に高温度のものが降下せしかは不
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明なり。然して降次中には三長大の石塊もありたり。

今岡活動せてし火口は安政噴火口にして火口底に新たに噴火の生ぜしものある

べきも噴煙量多量なるのみならや時々微少なる降友あり詳細なる調査は不可能

なりき。

蛍所管内に於ける降友せる地方は下の如し。

通f:H君15戸井村，降友の時刻 3月 19日午前 5時頃，降友の厚さ約 1粍。降友区域管

内一般

亀岡郡尻岸内村， 降友の時刻 3月 19日午前 5時頃 降灰の厚さ約 3粍。降友直域

尻岸内村宇日浦，豊i清，女郡川。茅部郡白尻村，熊泊村以北に於て土及零面上に友色を

辛じて認めたる程度。茅部郡鹿部村， (1)降友の時刻 3月 19日午前 5時頃 降友の

厚さ 3粍，降友直域岡村ー闘 (2)降友の時刻 3月 19日午前 11時頃，降友の厚さ約

1粍，降2正直域鹿部市街

(測候技!:m 高信保調査〉
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